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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
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般
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員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
市
街
化
調
整
区
域

の
開
発
要
件
緩
和

方
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

〈
町
長
〉　

市
街
化
調
整
区

域
の
性
格
を
変
え
な
い
範

囲
で
、
開
発
を
認
め
る
施

策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
調
整
区
域
内
に
あ

る
雑
種
地
の
利
用
・

宅
地
へ
の
地
目
変
更
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

〈
都
市
建
設
課
長
〉　

今
後
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。Ｑ

高
崎
市
・
伊
勢
崎

市
・
前
橋
市
を
含

め
た
広
域
運
営
の
公
共
交

通
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

〈
町
長
〉　

国
道
３
５
４
号

バ
イ
パ
ス
を
活
用
し
、
道

の
駅
を
発
着
場
に
し
て
市

街
地
へ
つ
な
げ
ば
利
便
性

が
高
ま
る
。
労
力
と
お
金

が
か
か
る
が
、
今
後
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思

う
。

Ｑ
大
雪
に
よ
る
被
害

に
対
し
て
の
具
体

的
対
策
は
。

〈
町
長
〉　

農
家
や
地
域
住

民
の
協
力
体
制
の
確
立
・

共
助
の
重
要
性
を
啓
発

し
、
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
雪

か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
検

討
し
た
い
。

Ｑ
０
歳
〜
２
歳
児
ま

で
の
保
育
料
軽
減
・

無
料
化
の
考
え
は
な
い

の
か
。

〈
町
長
〉　

３
歳
未
満
の
入

所
児
に
は
３
０
０
０
円
を

限
度
に
軽
減
し
て
い
る
。

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
保

育
料
を
町
財
政
で
全
て
負

担
す
る
こ
と
は
、
受
益
者

負
担
の
原
則
か
ら
外
れ
る

こ
と
に
な
り
、
考
え
て
い

な
い
。

Ｑ
児
童
館
の
利
用
者

範
囲
の
拡
大
対
策

は
あ
る
の
か
。

〈
町
長
〉　

ニ
ー
ズ
調
査
が

終
了
し
、
民
間
活
力
を
生

か
す
方
法
や
施
設
改
修
な

ど
施
策
を
並
行
し
て
取
り

組
み
た
い
。

Ｑ
地
域
福
祉
・
子
育
て
支

援
体
制
の
充
実
を
図
る

事
業
の
内
容
と
予
算
を
伺
う
。

〈
町
長
〉　

４
月
に
、
町
内
２
つ

目
の
私
立
保
育
園
「
玉
村
お
ひ

さ
ま
保
育
園
」
が
開
園
す
る
た

め
、
４
７
８
８
万
円
の
運
営
委

託
料
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
昨

年
開
園
し
た
「
に
し
き
の
保
育

園
」
に
は
、
休
日
保
育
事
業

補
助
金
と
し
て
、
県
で
定
め
る

利
用
人
数
に
応
じ
た
基
準
額

１
３
７
万
７
０
０
０
円
を
予
算

化
し
て
お
り
、多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
。「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

で
は
、
委
託
料
３
７
０
万
円
を

予
算
化
し
た
。

Ｑ
平
成
27
年
オ
ー
プ
ン
予

定
の
た
ま
む
ら
道
の
駅

（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
運
営
方
針

と
定
義
、
野
菜
を
供
給
す
る
た

め
の
畑
作
振
興
政
策
を
問
う
。

〈
町
長
〉　

①
町
内
外
に
「
た
ま

む
ら
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
②

生
産
者
・
消
費
者
相
互
の
利
益

に
供
す
る
、
③
町
民
に
文
化
交

流
の
場
を
提
供
し
、
生
活
向
上

を
支
援
す
る
、
④
災
害
時
の
緊

急
避
難
施
設
と
す
る
た
め
、
こ

の
施
設
を
町
の
核
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｑ
２
月
14
日
か
ら
翌

日
に
か
け
て
の
大

雪
に
よ
り
住
宅
や
カ
ー

ポ
ー
ト
が
被
害
を
受
け
、

特
に
農
業
関
係
で
は
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
で

壊
滅
的
な
被
害
と
な
っ

た
。
農
業
関
係
の
被
害
状

況
は
ど
う
か
。

〈
町
長
〉　

施
設
野
菜
を
中

心
に
、
被
害
額
は
２
億
７

０
０
０
万
円
を
超
え
る
状

況
に
あ
る
。

Ｑ
町
は
、
被
災
農
家

に
ど
の
よ
う
な
救

済
策
を
考
え
て
い
る
か
。

〈
町
長
〉　

１
戸
あ
た
り

５
万
円
の
見
舞
金
を
支
給

す
る
。
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

再
建
に
つ
い
て
は
、
国
が

２
分
の
１
を
補
助
す
る
の

で
、
そ
れ
を
も
と
に
町
が

ど
の
程
度
上
乗
せ
で
き
る

か
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
県
と
市
町
村
で

40
％
の
補
助
を
行

い
、
農
業
者
の
負
担
は
10

分
の
１
に
な
る
と
の
報
道

が
あ
る
が
。

〈
経
済
産
業
課
長
〉　

先
日
、

県
と
の
協
議
で
40
％
の
う

ち
県
が
27
％
、
町
が
13
％

を
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

Ｑ
Ｊ
Ａ
の
資
料
に
よ

る
と
、
被
災
農
家

95
戸
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
で
は
、
今

後
の
経
営
に
つ
い
て
の
問

い
に
対
し
、「
現
状
維
持
」

「
規
模
縮
小
」
が
被
害
面

積
97
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回

る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
意

気
に
報
い
る
応
援
は
で
き

な
い
か
。

〈
町
長
〉　

難
し
い
。

Ｑ
地
方
自
治
体
の
負

担
分
に
つ
い
て
は
、

特
別
交
付
税
で
10
分
の
７

を
措
置
す
る
と
い
う
。
こ

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

〈
総
務
課
長
〉　

国
の
総
額

は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

他
で
災
害
が
発
生
す
る
と

減
額
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

畑
作
振
興
政
策
に
は
、
立
毛
共

進
会
・
野
菜
の
試
験
栽
培
や
土

壌
分
析
・
各
種
講
習
会
等
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
町
は
Ｊ
Ａ
じ
ょ
う
よ
う

支
店
、
し
ば
ね
支
店
を

公
民
館
の
分
館
と
位
置
づ
け
て

い
る
が
、
今
後
の
施
設
整
備
の

構
築
を
求
め
る
。

〈
教
育
長
〉　

老
朽
化
に
よ
り
、

現
在
２
階
部
分
は
分
館
と
し
て

利
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
の
統
廃
合
等
の
結
果
を
受

け
て
協
議
す
る
が
、
町
の
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
は
、

基
本
的
に
文
化
セ
ン
タ
ー
を
核

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

石 内 國 雄

平成26年度施政方針について問う

町町内外に「たまむら」をアピールする 筑 井 あ け み
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０
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を

 

町
受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
考
え
て
い
な
い

２
月
の
大
雪
に
よ
る
被
害
状
況
と
支
援
策
は

 

町
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
再
建
は
90
％
の
補
助
を
検
討


